
6次産業化フリーペーパー  vol.14

AFFrinnovation MAGAGINE vol.14
“AFFrinnovation”は、農業（Agriculture）、林業（Forestry）、水産業（Fisheries）の頭文字と、イノベーション（innovation）を組み合わせた言葉です。
農山漁村の地域資源を活用して、１次、２次、３次産業を結合することによりイノベーションを起こし、消費者までのバリューチェーンを形成する６次産業化を意味するものです。

6次産業化
成功のカギを握る販売戦略

特集

バンコクの富裕層をターゲットにした輸出戦略で
農家が儲かる仕組みを生み出す
●株式会社みずほジャパン（茨城県つくば市）

常温流通を可能にしたスパークリングの日本酒で
新たなファンを獲得！
●丸本酒造株式会社（岡山県浅口市）

ジビエに関する明確なルールを作ることから始まった
「信州ジビエ」ブランド化と販売戦略
●オーベルジュ・エスポワール（長野県茅野市）
  シリーズ

新規参入で切り拓く！地域の可能性と新しい農業
～「よそもの」が持つ新たな視点による６次産業化を取材～
●農業生産法人株式会社オキス（鹿児島県鹿屋市）
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２
０
１
４
年
、年
間
30
万
人
が
訪
れ
る

農
産
物
直
売
所
「
み
ず
ほ
の
村
市
場
」が

海
外
に
進
出
す
る
と
い
う
ニュ
ー
ス
が
報
じ

ら
れ
た
。「
み
ず
ほ
の
村
市
場
」
と
い
え

ば
、直
売
所
甲
子
園
で
の
優
勝
経
験
を

持
ち
、売
上
高
は
年
間
６
億
２
千
万
円

（
２
０
１
４
年
度
）、一
農
家
当
た
り
の
平

均
年
収
は
８
０
０
万
円
に
の
ぼ
る
。

　
「
み
ず
ほ
の
村
市
場
」で
は
、農
産
物
の

価
格
決
定
に
お
い
て
独
自
の
ル
ー
ル
を
設

け
て
い
る
。例
え
ば
、そ
れ
ぞ
れ
の
作
物
ご

と
に
生
産
者
会
で
協
議
し
、前
年
の
原
価

に
利
益
を
乗
せ
て
価
格
を
決
め
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
ま
た
、安
売
り
競
争
は
品
質

向
上
の
妨
げ
に
な
る
と
い
う
方
針
の
も

と
、す
で
に
別
の
農
家
が
販
売
し
て
い
る

農
作
物
を
新
た
に
販
売
す
る
場
合
は
、既

存
の
農
家
よ
り
安
い
価
格
で
売
っ
て
は
な

ら
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
農
産

物
直
売
所
を
築
い
た
代
表
取
締
役
社
長

の
長
谷
川
久
夫
さ
ん
は
、「
農
産
物
は
ひ

と
つ
ひ
と
つ
味
が
違
う
。価
格
競
争
で
は

な
く
品
質
競
争
に
持
ち
込
み
、農
家
が
儲

か
る
仕
組
み
を
作
ら
な
い
と
い
け
な
い
」

と
考
え
、次
な
る
展
開
と
し
て
、海
外
に

お
い
て
も
価
格
競
争
に
陥
ら
な
い
独
自
の

流
通
ル
ー
ト
を
確
立
し
、農
家
の
所
得
を

増
や
そ
う
と
検
討
し
て
い
た
。

「
み
ず
ほ
の
村
市
場
」
が
築
い
た

農
家
が
儲
か
る
仕
組
み

農
家
が
儲
か
る
新
た
な
販
路
を
開
拓
す
る
た
め
、

農
産
物
直
売
所
が
輸
出
事
業
を
行
う
新
会
社
を
設
立
。

タ
イ
に
常
設
店
舗
を
構
え
、海
外
の
消
費
者
に

直
接
販
売
す
る
仕
組
み
を
作
っ
た
。

現
地
で
の
販
売
価
格
は
日
本
の
お
よ
そ
３
倍
。

顧
客
は
、日
本
の
農
産
物
の

品
質
の
高
さ
に
魅
了
さ
れ
た

富
裕
層
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
仕
組
み
を
構
築
し
た

中
心
人
物
で
あ
る

株
式
会
社
み
ず
ほ
ジ
ャ
パ
ン
の

井
戸
英
二
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

1969年生まれ。大手IT企業、物流会社で勤務した後、2013
年に農産物の輸出を計画していた農産物直売所「みずほの村
市場」を運営する株式会社農業法人みずほ 代表取締役社長 
長谷川久夫さんと共に株式会社みずほジャパンを設立し、タイ
のバンコクに直営店舗を立ち上げた。物流会社時代にマレー
シア勤務を経験、通関士の資格も持つ。

株式会社みずほジャパン 執行役員 　

井戸 英二さん（46）
い 　ど　  え い じ

2

集荷した農産物は、羽田空港で
植物検疫を受け、17時までに全
日空の貨物倉庫に搬入する。
農産物は深夜便に積載され、約
７時間後にはタイのスワンナ
プーム国際空港に到着する。
みずほの村市場 バンコク店。
日本人の店長とタイ人スタッフ
３名が働いている。

1

2

1

株式会社みずほジャパン（茨城県つくば市）

6次産業化 成功のカギを握る販売戦略●1
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そ
こ
で
、長
谷
川
さ
ん
と
共
に
農
産
物

の
海
外
展
開
に
携
わ
っ
た
の
が
井
戸
英
二

さ
ん
だ
。I
T
企
業
で
地
域
活
性
に
関
わ

る
仕
事
を
経
験
し
、地
域
を
元
気
に
す
る

に
は
農
業
の
発
展
が
欠
か
せ
な
い
と
感
じ

て
い
た
井
戸
さ
ん
は
、「
世
界
全
体
で
の
農

林
水
産
物
の
貿
易
額
は
１
０
０
兆
円
規

模
で
す
が
、日
本
は
そ
の
わ
ず
か
０
．４
％
、

４
千
億
円
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。日
本
の
品

質
を
考
え
れ
ば
、も
っ
と
市
場
を
獲
得
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
こ
と
が
、現

在
の
仕
事
に
入
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し

た
」と
語
る
。

　
農
家
が
儲
か
る
仕
組
み
作
り
を
模
索
し

て
い
た
長
谷
川
さ
ん
と
、日
本
の
農
産
物

の
海
外
展
開
に
注
目
し
て
い
た
井
戸
さ
ん

の
思
惑
が
一
致
し
て
、二
人
は
農
産
物
の
輸

出
を
手
が
け
る
新
会
社
「
株
式
会
社
み
ず

ほ
ジ
ャ
パ
ン
」を
設
立
し
た
。

　
農
産
物
の
輸
出
先
と
し
て
、み
ず
ほ

ジ
ャ
パ
ン
は
タ
イ
を
選
択
し
た
。「
ア
ジ
ア

は
今
後
も
人
口
の
増
大
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、市
場
と
し
て
魅
力
的
で
す
。そ
の

中
で
も
、タ
イ
の
首
都
バ
ン
コ
ク
は
富
裕
層

が
多
い
こ
と
に
注
目
し
ま
し
た
。富
裕
層

に
と
っ
て
タ
イ
で
手
に
入
る
野
菜
や
果
物

農
産
物
の
輸
出
を
手
が
け
る
新
会
社

「
株
式
会
社
み
ず
ほ
ジ
ャ
パン
」を
設
立

タ
イ
の
富
裕
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

日
本
の
農
産
物
の
価
値
を
訴
求
す
る

バンコク店に並ぶ農産物は、みずほジャパンが農家から買い取り、
買取価格に30％を上乗せして、バンコク店に譲渡している。バン
コクでの販売価格は、日本の価格の約３倍になるが、店頭に並ぶ
とその週末にはほぼ完売してしまう。
　バンコク店では、同じ農産物でも農家毎に商品を区別し、試食
で比較しつつ品質を確認した上で購入できる仕組みとなっている。
特定の生産農家の商品にはリピーターもついているほどだ。
バンコクの高級ホテル内のレストランで提供されている海鮮サラ
ダ。トマトやベビーリーフは、みずほの村市場 バンコク店から納品さ
れたものが使われている。

みずほジャパンで、井戸さんと
共に商品開拓・販売促進を担
当している鶴田みちさん（左）。
ノートパソコンを携帯し、生産
者の情報をリアルタイムでフェ
イスブックにアップして、タイの
顧客に告知している。
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の
価
格
は
非
常
に
安
く
、品
質
の
良
い
商

品
な
ら
価
格
が
高
く
て
も
売
れ
る
と
感

じ
た
の
で
す
。
も
し
、中
間
層
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
て
、そ
れ
相
応
の
値
段
と
品
質
で

出
荷
す
る
と
価
格
が
下
押
し
さ
れ
、農
家

の
所
得
向
上
を
目
的
と
し
た
輸
出
で
は

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
ず
は
富
裕

層
に
訴
求
す
る
商
品
を
取
り
扱
い
、日
本

ブ
ラ
ン
ド
の
信
頼
を
高
く
維
持
し
て
裾

野
を
広
げ
て
い
こ
う
と
考
え
ま
し
た
」
と

井
戸
さ
ん
は
話
す
。

　
た
だ
、バ
ン
コ
ク
で
は
外
国
人
が
小
売
業

に
参
入
す
る
の
は
難
し
い
た
め
、み
ず
ほ

ジ
ャ
パ
ン
は
現
地
の
農
業
法
人
と
連
携

し
、営
業
許
可
を
取
得
。２
０
１
４
年
４

月
、タ
イ
人
の
富
裕
層
や
外
国
人
駐
在
員

が
多
く
住
む
高
級
住
宅
街
ス
ク
ン
ビ
ッ
ト

地
区
の
一
角
に「
み
ず
ほ
の
村
市
場 

バ
ン
コ

ク
店
」を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

輸出モデル  
例）イチゴ1パック

 みずほジャパンの輸出モデル

農家の販売価格……………………………………… 600円
　　
みずほジャパンの手数料……………………………180円
　　
輸送費…………………………………………………… 900円
　　
みずほの村市場 バンコク店の手数料……… 720円
　　
小売り価格………………………………………… 2,400円

みずほの村市場 バンコク店の手数料720円（小売り価格の
３０％）には、運営費（店舗家賃・人件費・車両費）が含まれる。

 商社主体の農産物の輸出

農家の販売価格…………………………………… 250円
　　
輸出商社の手数料………………………………… 250円
　　
輸送費……400円（大量に運ぶため、みずほと比べて安い）
　
輸入商社の手数料………………………………… 300円
　　
高級スーパーの手数料…………………………… 800円
　　
小売り価格………………………………………… 2,000円
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Tokyo

Bangkok

農産物直売所
「みずほの村市場」で
輸出準備

植物検疫の条件は、輸出相手国や品
目により異なる。輸出を行うには、合格
証明書が必要。

羽田空港の植物防疫所で
輸出検査を受け、
深夜便でバンコクへ

高い品質を誇る日本の農産物を輸出するため、集荷先は茨城
県産にこだわらない。現在、北海道産、福島県産、佐賀県産の
いちご、秋田県産のりんご、山形県産のラフランス、りんご、桃、
サクランボなどもタイへ輸出している。

鉾田市でメロン、トマトなどの農産
物を栽培している佐伯福一さん。
佐伯さんのメロンは、輸出する時
点ですでに予約完売してしまう。バ
ンコク店の常連客からの指名買い
が早くも定着した生産者のひとり。

石岡市の「久家ぶどう園」のぶどう
は、基本的に自社の直売所のみで
販売。品質の高さが評判で、販売時
期には行列ができ完売する。みずほ
ジャパンの考えに賛同し、タイへの
輸出に挑戦。手応えを感じている。

つくば市にあるベビーリーフ生産
量日本一の「農業生産法人 株式
会社TKF」のベビーリーフ。デリ
ケートな葉物野菜なので、断熱パ
ネルで作った部屋の中で温度調
整を行い出荷している。

茨城県内の農家から農産物を集荷

大手フルーツショップ

タイの空港からみずほの村市場 バンコク店
への輸送も、自社スタッフが丁寧に運転する
ことで農産物が傷まないよう配慮している。

バンコク店に到着

農産物が入荷する金曜日の
午後から週末にかけて常連
客が訪れる。客の７割はタイ
人で、健康志向を反映してか
子連れの客が多い。タイの人
には馴染みのない柿などの果
物についても試食販売を行っ
ている。客からは「地元のスー
パーの野菜や果物では味
わったことがない美味しさ」と
感想が寄せられているそうだ。

みずほの村市場 
バンコク店

高級ホテル内の和食レストラン タイ国内でネット販売をスタート

JWマリオット
ホテルバンコク
日本料理店「Tsu」
代表者 
野本典夫さん

野本さんは、質の良い日本の農産物を小ロットで
仕入れる方法を探していたところ、フェイスブック
でみずほの村市場 バンコク店を知った。メニュー
に応じて、ベビーリーフやトマト、季節の果物など
を発注。新鮮で旨味を味わえる日本の食材は、舌
が肥えた顧客にも評判がいいそうだ。

ITを活用したマーケティングやインターネット広告、コールセン
ター業務などを行うトランスコスモス株式会社がASEAN最大
のE-Bookストア運営会社「Ookbee（ウークビー）」と連携し、
2015年10月28日、日本からタイへの通信販売を開始した。
日本のコスメ商品や食料品などを取り扱う中、みずほの村市場  
バンコク店とも業務提携し、日本の農産物のネット販売を行う。

Ookbee Mall（Thailand）Co., Ltd.
（ウークビー・モール・タイランド）
代表者 松尾俊哉さん
（トランスコスモス株式会社 理事 
海外事業総括 ASEAN事業本部）

バンコクから車で1時間。郊外にある大手
フルーツショップ「IYARA（アイヤラ）」は高
級フルーツを扱う専門店。みずほの村市場 
バンコク店のタイ人スタッフが新たな販売
先として開拓し、金曜日の午後にバンコク
店から日本の果物を納品する。

みずほジャパン 輸出の流れ

午前中　集荷
　

　昼　　輸出準備
　

15:00迄に 羽田空港へ輸送
　

植物検疫
　

17:00迄に 全日空 貨物倉庫へ

貨物代理店OCSにより輸出通関
　

深夜0：20  羽田発

木曜日

7:00（現地時間では5:00）
タイ スワンナプーム国際空港着

　
植物検疫
　

午前中　バンコク店へ納品　
　

午後～　店頭販売　　　　
　　　　取引先のホテルや　

　　　　　　　   大手フルーツショップに納品　

金曜日
農産物の集荷を終え、
農産物直売所「みずほ
の村市場」へ。羽田空
港での輸出検査に向け
て農産物の確認や箱詰
めを行い、伝票書類など
を準備する。

県外の農産物は羽田空港で引き取り輸出
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バ
ン
コ
ク
店
に
品
質
の
良
い
商
品
を
届
け

る
た
め
に
重
要
視
し
た
の
は
、農
産
物
の
鮮

度
の
維
持
だ
。井
戸
さ
ん
は
、羽
田
空
港

発
の
タ
イ
へ
の
深
夜
便
を
活
用
す
る
こ
と
に

し
た
。こ
の
便
を
利
用
す
る
こ
と
で
、日
本

で
収
穫
さ
れ
た
農
産
物
を
、翌
日
に
バ
ン
コ

ク
店
の
店
頭
で
販
売
で
き
る
。ま
た
、国
内

に
お
け
る
集
荷
や
空
港
ま
で
の
配
送
、タ

イ
に
お
け
る
空
港
か
ら
店
舗
ま
で
の
配
送

は
自
社
ス
タ
ッ
フ
が
行
う
こ
と
で
コ
ス
ト
を

削
減
。さ
ら
に
、出
荷
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
商

品
の
写
真
を
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
掲
載
し
、

独
自
で
確
立
し
た

タ
イ
へ
の
流
通
ル
ー
ト

海
外
で
の

次
な
る
販
売
戦
略

「
明
日
、バ
ン
コ
ク
店
に
届
き
ま
す
」と
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
発
信
す
る
こ
と
で
農
産
物
の

鮮
度
を
ア
ピ
ー
ル
し
、顧
客
獲
得
に
つ
な
げ

て
い
る
。中
に
は
、予
約
で
事
前
に
完
売
し

て
し
ま
う
人
気
商
品
も
あ
る
そ
う
だ
。

　
「
国
境
を
越
え
て
日
本
の
生
産
者
の
農

産
物
を
指
名
買
い
で
き
る
な
ん
て
、楽
し

い
と
思
い
ま
せ
ん
か
？
農
家
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
は
頑
張
ろ
う
と
い
う
励
み
に
な
り

ま
す
。そ
し
て
重
要
な
の
は
、そ
れ
が
儲
か

る
形
で
評
価
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
」

と
井
戸
さ
ん
は
話
す
。バ
ン
コ
ク
店
で
は
、

現
地
の
高
級
ホ
テ
ル
の
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン

や
、大
手
フ
ル
ー
ツ
シ
ョ
ッ
プ
、大
手
通
販
会

社
な
ど
へ
の
販
路
開
拓
も
進
め
て
い
る
。

　
今
後
は
、茨
城
県
産
に
こ
だ
わ
ら
ず
全

国
の
農
産
物
を
輸
出
し
て
い
く
方
向
で
、

す
で
に
、バ
ン
コ
ク
で
高
く
売
れ
る
こ
と
を

知
っ
た
他
県
の
農
家
か
ら
出
荷
の
オ

フ
ァ
ー
が
来
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
だ
。井
戸

さ
ん
は
、「
輸
出
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
農
家

の
方
は
、ぜ
ひ
連
絡
し
て
ほ
し
い
」と
全
国

の
農
家
に
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
現
在
、み
ず
ほ
ジ
ャ
パ
ン
は
、タ
イ
に
引
き

続
き
、A
S
E
A
N
最
大
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
直
売
所
設
立
に
向

け
、準
備
を
進
め
て
い
る
。「
輸
出
で
大
事

な
の
は
、お
互
い
に
発
展
で
き
る
関
係
を
築

い
て
い
く
こ
と
で
す
。イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
日
本

の
農
産
物
を
輸
出
す
る
た
め
に
は
、ま
ず
日

本
が
現
地
の
農
業
に
貢
献
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
」と
井
戸
さ
ん
は
話
す
。

　
み
ず
ほ
ジ
ャ
パ
ン
は
、品
質
に
定
評
の
あ

る
茨
城
県
の
イ
チ
ゴ
農
家
の
村
田
農
園
や
、

駐
日
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
使
館
な
ど
と
連
携

し
て
、村
田
農
園
の
高
級
イ
チ
ゴ
の
苗
と

栽
培
技
術
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
農
家
に
提

供
。現
地
で
生
産
し
た
イ
チ
ゴ
を
現
地
の

中
間
層
に
普
及
さ
せ
つ
つ
、メ
イ
ド
イ
ン

ジ
ャ
パ
ン
の
村
田
農
園
の
高
級
イ
チ
ゴ
を

富
裕
層
に
向
け
て
販
売
す
る
こ
と
で
、日

本
の
農
産
物
の
品
質
を
訴
求
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。早
け
れ
ば
２
０
１
６
年
内

に「
村
田
農
園
ブ
ラ
ン
ド
」の
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
産
イ
チ
ゴ
が
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
首
都

ジ
ャ
カ
ル
タ
や
A
S
E
A
N
市
場
で
販
売

さ
れ
る
。そ
し
て
、そ
の
貢
献
が
認
め
ら
れ

る
形
で
、み
ず
ほ
の
村
市
場
の
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
店
を
設
立
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
「
日
本
の
農
産
物
は
世
界
一
で
す
。世
界

を
相
手
に
販
売
を
や
っ
て
い
け
ば
、日
本
の

農
家
は
大
き
く
変
わ
る
と
思
い
ま
す
」
と

話
す
井
戸
さ
ん
は
、次
な
る
販
売
戦
略
の

種
蒔
き
を
進
め
て
い
る
。

20
年
を
か
け
築
い
た

「
み
ず
ほ
の
村
市
場
」ブ
ラ
ン
ド
を

輸
出
し
て
い
く

みずほの村市場 
バンコク店 店長 

井口 友見 さん（左）
いぐち   ゆ  み

タイの大手フルーツショップ
「IYARA（アイヤラ）」の社長と
仕入れの打ち合わせをする井口
さん。バンコク店の将来につい
て、「１階は直売所、２階はカ
フェ、３階は料理教室などを設
け、居心地のいい空間を作り、バ
ンコクにない農産物直売所にし
ていけたら」と話す。井口さんは、
バンコク在住歴も長く、日本語
講師を務めていた経験を持つ。

　
「
日
本
の
農
産
物
の
国
内
で
の
市
場

は
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。そ
こ
で
、ど
こ
へ
目

を
向
け
る
か
？
そ
れ
は
海
外
で
し
ょ
う
。

世
界
の
ど
こ
か
ら
見
て
も
、日
本
の
農
産

物
は
安
全
で
安
心
で
お
い
し
い
と
い
う
評

価
を
受
け
て
い
る
。
そ
こ
に
国
内
で
成
功

し
た
直
売
所
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
せ
ば
、

ア
ジ
ア
へ
の
輸
出
で
日
本
の
農
家
が
生
き

残
っ
て
い
け
る
」と
長
谷
川
さ
ん
は
話
す
。

株式会社農業法人みずほ
代表取締役社長 

長谷川 久夫 さん
は せ が わ   ひ さ お

温度変化に弱い野菜等を保冷
するためのアイスバッテリー。内
部の溶液の成分割合により２度
単位で温度の調整が可能。リー
ス料が発生するが、保冷車よりも
輸送コストを下げることができる。

株式会社 みずほジャパン
茨城県つくば市二の宮4-1-20
Tel: 070-1474-3240
http://www.mizuhojapan.jp/
 

農産物直売所 みずほの村市場
茨城県つくば市柳橋496
Tel.029-856-1090
http://www.mizuhonomuraichiba.com/
 

みずほの村市場 バンコク店
Japanese Farmers Market, Mizuho Bangkok
147 Sukhumvit 39 Rd. Klongton-Nua, 
Wattana，Baan Prong Phong, バンコク
https://www.facebook.com/mizuho.bkk/

断熱材

アイスバッテリー

輸出の味方

6次産業化
成功のカギを握る販売戦略●1
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1963年生まれ。大学を卒業後、醸造試験場で酒造りを学ぶ。
実家に戻り、丸本酒造６代目当主に。酒造りにおいて最も大
切な原料である酒造好適米を他社に依存していることに疑問
を抱き、自社栽培を始める。伝統を守りつつ新しい日本酒商品
の開発にも力を注ぎ、国内外に販路を広げている。

丸本酒造株式会社 代表取締役 　

丸本 仁一郎さん（52）
まるも と 　 に い ち ろ う

　
丸
本
酒
造
株
式
会
社
の
創
業
は
幕
末

の
１
８
６
７
年
。１
５
０
年
続
く
老
舗
酒

蔵
を
今
に
引
き
継
い
で
い
る
の
は
、６
代
目

の
丸
本
仁
一
郎
さ
ん（
52
）。経
営
者
で
杜

氏
も
務
め
る
丸
本
さ
ん
は
、「
美
味
し
い
お

酒
を
造
る
に
は
、優
れ
た
原
料
を
確
保
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
思
い
か
ら
、１

９
８
７
年
よ
り
「
山
田
錦
」
な
ど
酒
造
好

適
米
の
自
社
栽
培
を
始
め
、米
作
り
と
酒

造
り
の一
体
化
を
図
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、日
本
酒
離
れ
と
言
わ
れ
る
中
、

１
９
９
８
年
よ
り
新
し
い
日
本
酒
の
開
発

に
着
手
。
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
の
は
、日
本

酒
が
苦
手
な
女
性
で
も
シ
ャ
ン
パ
ン
感
覚

で
飲
め
る
微
発
泡
の
日
本
酒
。当
時
を
振

り
返
り
、「
自
社
の
製
造
技
術
で
、ス
パ
ー

ク
リ
ン
グ
の
日
本
酒
を
開
発
で
き
る
と
い

う
自
信
が
あ
り
開
発
に
着
手
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
、程
よ
い
微
発
泡
を
実
現
す
る
た

め
、発
酵
方
法
を
工
夫
し
た
り
、炭
酸
ガ
ス

を
注
入
す
る
な
ど
、様
々
な
方
法
を
試
し

ま
し
た
。ま
た
、ア
ル
コ
ー
ル
度
数
を
抑
え
た

飲
み
や
す
い
日
本
酒
に
す
る
た
め
、さ
ら
に

特
殊
な
発
酵
方
法
も
試
し
ま
し
た
。し
か

し
、品
質
が
安
定
せ
ず
、ア
ル
コ
ー
ル
度
数

も
下
が
ら
な
い
な
ど
、イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た

商
品
が
な
か
な
か
で
き
ず
に
苦
労
し
ま
し

た
」と
丸
本
さ
ん
は
話
す
。

日
本
酒
に
苦
手
意
識
を
持
つ

女
性
に
向
け
て

ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
の
日
本
酒
を
開
発

丸本酒造株式会社（岡山県浅口市）

米
作
り
か
ら
こ
だ
わ
っ
て
い
る
岡
山
の
老
舗
酒
蔵
が
、

日
本
酒
に
苦
手
意
識
を
持
つ
女
性
で
も

飲
み
や
す
い
微
炭
酸
発
泡
酒
を
開
発
。

品
質
に
こ
だ
わ
り
完
成
し
た
新
商
品
は

冷
蔵
タ
イ
プ
だ
っ
た
が
、

保
冷
設
備
を
持
つ
流
通
や
販
売
店
は
限
ら
れ
て
お
り
、

販
路
を
広
げ
ら
れ
な
い
と
い
う
課
題
に
直
面
。

試
行
錯
誤
の
末
、
常
温
タ
イ
プ
の
商
品
を
完
成
さ
せ
、

販
路
を
広
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

そ
の
取
組
に
つ
い
て
、

６
代
目
当
主
・
丸
本
仁
一
郎
さ
ん
に
話
を
聞
く
。

泡々酒（ほうほうしゅ）
左：泡々酒ストライプ 300㎖ 519円（税抜価格）
右：花泡々酒 300㎖ 620円（税抜価格）
日本酒の発酵過程で発生した炭酸を閉じ込めた、
発泡純米酒。アルコール度５％で糖類無添加。
シャンパンのような味わいで「ワイングラスでおい
しい日本酒アワード2013」スパークリングSAKE
部門で金賞を受賞。花泡々酒は、ハーブのハイビ
スカスとローズヒップを入れて発酵させたお酒で、
ほんのりピンク色。

6次産業化 成功のカギを握る販売戦略●2
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常
温
流
通
を
可
能
に
し
な
け
れ
ば

多
く
の
消
費
者
に
は
届
か
な
い

　
新
し
い
日
本
酒
の
開
発
期
間
は
５
年

に
及
び
、酵
母
が
生
き
た
ま
ま
の
状
態
で

瓶
詰
め
を
行
い
、瓶
の
中
で
二
次
発
酵
さ

せ
る
と
い
う
製
造
方
法
に
絞
ら
れ
た
。

「
瓶
内
二
次
発
酵
は
、ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ

イ
ン
な
ど
で
も
よ
く
使
わ
れ
る
方
法
で

す
。た
だ
し
、微
発
泡
を
残
し
つ
つ
、日
本

酒
の
風
味
を
落
と
さ
ず
に
充
填
す
る
に

は
、通
常
よ
り
も
高
度
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
必

要
で
、私
た
ち
は
そ
こ
に
特
殊
な
プ
ロ
セ
ス

を
導
入
し
、微
炭
酸
で
甘
い
麹
の
美
味
し

さ
が
味
わ
え
る
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
の
日
本

酒
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、瓶
の
中
に「
オ
リ
」
と
呼
ば
れ

る
酵
母
や
米
の
粉
な
ど
の
小
さ
な
固
形

物
が
残
る
こ
と
が
原
因
で
、常
温
に
戻
す

と
１
カ
月
程
度
で
品
質
が
悪
化
す
る
た

め
、要
冷
蔵
で
４
ケ
月
の
賞
味
期
限
で
発

売
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」と
丸
本
さ
ん
。

　
新
商
品
は
、「
泡
々
酒
（
ほ
う
ほ
う

し
ゅ
）」
と
名
付
け
ら
れ
、２
０
０
３
年
よ

り
発
売
を
開
始
し
た
。直
売
所
で
の
販

売
や
、通
信
販
売
を
は
じ
め
、地
元
ス
ー

パ
ー
に
も
納
品
。岡
山
県
内
で
配
送
が
可

能
な
範
囲
は
、丸
本
酒
造
が
所
有
す
る

保
冷
車
で
輸
送
し
た
。当
時
、ス
パ
ー
ク
リ

ン
グ
の
日
本
酒
は
珍
し
く
、「
泡
々
酒
」

は
、そ
れ
ま
で
日
本
酒
に
縁
の
な
か
っ
た

開
発
に
５
年
の
月
日
を
か
け
た

商
品
の
賞
味
期
限
は

要
冷
蔵
で
４
ケ
月

酒蔵の前の田んぼの一部では丸本酒造が使用
する酒造好適米「山田錦」などを栽培している。
2003年、この地を含む旧鴨方町全域が「鴨方
町酒米栽培振興特区」に認定された。作付面
積は契約農家の田んぼも含め、現在16ha。

5 1921年頃に建築された
丸本酒造の酒蔵。国の登
録有形文化財に指定され
た建物の中で、酒造りが
行われている。
酒造りに入る10月から３月
くらいまで、丸本さんは杜
氏として酒造りに集中す
る。出張しても48時間以
内に必ず戻り、もろみの様
子などをチェックする。

4

5

女
性
た
ち
か
ら
注
目
を
集
め
た
。
し
か

し
、自
社
に
よ
る
輸
送
で
は
販
売
エ
リ
ア

が
限
ら
れ
て
し
ま
う
。販
路
の
拡
大
が
課

題
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。

　
「
酒
類
の
物
流
に
は
、冷
蔵
施
設
が
備

え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
し

た
。
ま
た
、宅
配
便
で
遠
方
に
保
冷
輸
送

す
る
と
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
す
。さ
ら
に
、

コ
ス
ト
を
抑
え
る
た
め
ま
と
め
て
輸
送
し

よ
う
と
し
て
も
、販
売
先
で
は
店
頭
に
並

べ
て
い
る
商
品
が
全
て
で
、バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

で
在
庫
を
備
蓄
し
な
い
場
合
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。納
得
の
い
く
商
品
を
常
温
で
流

通
で
き
る
よ
う
に
し
な
い
と
、多
く
の
消

費
者
に
商
品
を
提
供
で
き
な
い
と
痛
感

し
ま
し
た
」と
丸
本
さ
ん
。

　
そ
し
て
、２
０
１
２
年
か
ら
新
た
な

「
泡
々
酒
」の
商
品
開
発
が
始
ま
っ
た
。常

温
流
通
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、瓶
の
中

に
残
る
オ
リ
を
取
り
除
く
必
要
が
あ
る

が
、瓶
内
二
次
発
酵
を
行
い
つ
つ
オ
リ
を

取
り
除
く
と
な
る
と
コ
ス
ト
が
大
幅
に
高

く
な
る
。そ
こ
で
丸
本
さ
ん
は
、瓶
の
中
で

は
な
く
、タ
ン
ク
の
中
で
二
次
発
酵
さ
せ
、

加
圧
し
な
が
ら
濾
過
し
、発
生
し
た
炭
酸

ガ
ス
を
閉
じ
込
め
た
ま
ま
瓶
に
充
填
す
る

「
シ
ャ
ル
マ
ー
方
式
」へ
の
転
換
を
図
っ
た
。

し
か
し
、充
填
の
段
階
で
泡
が
溢
れ
て
し

「泡々酒に合う料理レシピ」
をフェイスブックで募集して
消費者から寄せら
れたレシピの一例。4

1

3

2

酒粕チーズレンコン揚げと泡々酒
（写真　）。一口サイズの細巻を
はじめとしたパーティメニューと
泡々酒（写真　）。酢豚と泡々酒
（写真　）など、ファンを巻き込ん
で泡々酒の食シーンをPR。新たな
ファンの獲得にもつなげている。

1

2

3
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株式会社山陽マルナカ
グロッサリー商品統括部
加工食品商品部 バイヤー 

森山 寛志 さん
もりやま ひろし

ま
う
と
い
う
課
題
に
直
面
。一
方
で
、溢
れ

な
い
よ
う
に
調
整
を
す
る
と
、今
度
は
味
が

落
ち
て
し
ま
う
。そ
こ
で
、社
内
の
専
門
家

が
細
か
く
分
析
を
行
い
、試
行
錯
誤
を
重

ね
、泡
を
溢
れ
さ
せ
ず
に
、か
つ
風
味
を
保

ち
な
が
ら
充
填
す
る
こ
と
が
で
き
る
製
造

条
件
を
確
立
。常
温
流
通
可
能
な「
泡
々

酒
」を
、一
年
を
か
け
て
完
成
さ
せ
た
。

　
「
同
じ
設
備
を
使
っ
て
、炭
酸
水
な
ら
１

時
間
で
１
０
０
０
本
、ビ
ー
ル
な
ら
８
０
０

本
の
瓶
に
充
填
で
き
る
と
こ
ろ
、泡
々
酒

は
、静
か
に
丁
寧
に
詰
め
る
た
め
、１
時
間

に
３
０
０
本
し
か
製
造
で
き
ま
せ
ん
。で

も
、そ
う
す
る
と
や
っ
ぱ
り
美
味
し
い
ん

で
す
」と
丸
本
さ
ん
は
話
す
。

　
常
温
保
存
が
可
能
と
な
り
、「
泡
々

酒
」の
販
路
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。「
基
本

的
に
酒
類
の
物
流
網
の
範
囲
内
な
ら
、ど

こ
に
で
も
流
通
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。現
在
は
、県
内
・
県
外
の
ス
ー

パ
ー
や
百
貨
店
、大
手
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
チ
ェ
ー
ン
で
も
採
用
さ
れ
、欧
米
や
ア
ジ

ア
諸
国
な
ど
海
外
に
も
輸
出
を
し
て
い

ま
す
」と
丸
本
さ
ん
。

　
国
内
で
の
需
要
の
み
に
頼
ら
ず
、海
外

に
販
路
を
求
め
た
背
景
に
は
、商
品
に
対

す
る
自
信
や
裏
付
け
も
あ
っ
た
。丸
本
酒

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
・
サ
ケ
を

ア
ピ
ー
ル
し
て

海
外
に
も
販
路
を
開
拓

造
で
は
、お
酒
の
原
料
と
な
る
米
作
り
に

こ
だ
わ
り
、国
内
外
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

て
有
機
栽
培
も
行
っ
て
い
る
。さ
ら
に
、有

機
食
品
に
関
す
る
日
本
農
林
規
格
の
認

証
を
取
得
。２
０
０
９
年
に
は
国
産
米
に

よ
る
日
本
酒
と
し
て
は
初
め
て
、米
国
統
一

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
基
準
で
あ
る
N
O
P
認
証

と
、E
U
統
一
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
基
準
の
E
C

レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
取
得
し
た
。欧
米
で

は
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
に
対
す
る
需
要
が
高
く
、

丸
本
酒
造
が
海
外
に
輸
出
し
て
い
る

「
泡
々
酒
」や
純
米
大
吟
醸
の「
竹
林（
ち

く
り
ん
）」な
ど
は
、オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
・
サ
ケ
と

し
て
、外
国
人
フ
ァ
ン
を
獲
得
し
て
い
る
。

味
と
品
質
を
維
持
し
た
ま
ま

冷
蔵
か
ら
常
温
に

上
手
に
切
り
替
え
ら
れ
た
商
品

岡山県内55店舗を中心に関西・近畿圏まで
広げると77店舗を展開している「スーパー・山陽
マルナカ」。写真は岡山県浅口市にある鴨方店。

女性の心をつかむ商品として、スーパー・山陽マル
ナカでは、注目される位置にディスプレイされている。

「酒造りは米がいのち」という丸本さん。
丸本酒造では「農産酒蔵」という名も掲
げ、米作り、酒造りに取り組んでいる。

　
こ
れ
ま
で
の
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
の

日
本
酒
は
、常
温
タ
イ
プ
よ
り
も

冷
蔵
タ
イ
プ
の
方
が
甘
さ
や
香
り

が
引
き
立
ち
、女
性
に
人
気
が
あ

る
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
「
泡
々
酒
」
は
、冷
蔵
タ
イ

プ
か
ら
常
温
タ
イ
プ
に
切
り
替
え

た
後
も
風
味
が
そ
の
ま
ま
で
、上

手
に
切
り
替
え
ら
れ
た
と
思
い
ま

す
。日
本
酒
を
普
段
飲
ま
な
い
女

性
の
場
合
、日
本
酒
特
有
の
風
味

を
感
じ
る
と
苦
手
意
識
を
持
た
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、「
泡
々

酒
」は「
ワ
イ
ン
み
た
い
に
飲
め
る
」

と
い
う
感
想
を
い
た
だ
き
、手
応

え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、大
手
メ
ー
カ
ー
が
ス
パ
ー

ク
リ
ン
グ
の
日
本
酒
の
販
売
を
開

始
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
市
場
が

広
が
り
、「
泡
々
酒
」の
売
上
げ
も

伸
び
て
き
ま
し
た
。
現
在
、岡
山

県
内
の
山
陽
マ
ル
ナ
カ
で
、「
泡
々

酒
」
は
ひ
と
月
に
２
０
０
本
程
度

販
売
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
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丸本酒造株式会社
岡山県浅口市鴨方町本庄 2485
TEL：0865-44-3155
http://www.kamomidori.co.jp/

　
海
外
の
販
路
開
拓
に
つ
い
て
は
、基
本

的
に
は
丸
本
さ
ん
が
輸
出
を
目
指
す
国

に
出
向
き
、営
業
を
行
っ
て
い
る
。「
商
品

を
作
っ
た
人
は
、責
任
を
持
っ
て
自
分
で

売
り
に
行
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。私
の
場
合
、そ
の
土
地
の
食
べ
物
を

し
っ
か
り
食
べ
て
、そ
こ
に
住
む
お
客
様
の

こ
と
を
考
え
、ご
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
」
と
丸
本
さ
ん
。常
温
流
通
を
可

能
に
し
た
こ
と
に
よ
り
、「
泡
々
酒
」の
出

荷
本
数
は
３
〜
４
倍
に
な
り
今
で
は
年
間

20
万
本
を
出
荷
。海
外
へ
の
輸
出
は
こ
の

う
ち
２
割
を
占
め
て
い
る
。

　
「
泡
々
酒
」の
販
売
戦
略
の
強
み
は
、

明
確
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
設
定
に
も
あ
る
。

「
日
本
酒
好
き
で
は
な
く
、日
本
酒
を
普

商
品
を
作
っ
た
ら

責
任
を
持
っ
て
売
る
こ
と
。

そ
こ
に
待
っ
て
い
て
く
れ
る
人
が
い
る

段
飲
ま
な
い
女
性
に
飲
ん
で
も
ら
い
た
い

商
品
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
デ
ザ
イ

ナ
ー
と
何
度
も
相
談
し
て
、カ
ワ
イ
イ
を

残
し
つ
つ
高
級
感
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
を
目

指
し
ま
し
た
」
と
丸
本
さ
ん
。
実
は
、

「
泡
々
酒
」
と
い
う
商
品
名
は
丸
本
さ
ん

の
奥
様
が
考
案
し
た
。こ
の
商
品
名
が
、

中
国
や
香
港
、台
湾
で
は
、「
パ
オ
パ
オ
チ
ュ

ウ
」「
ポ
ウ
ポ
ウ
チ
ュ
ウ
」
と
い
う
現
地
で

親
し
み
や
す
い
発
音
で
呼
ば
れ
て
お
り
、

商
品
の
ア
ピ
ー
ル
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

「
狙
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、こ
の
ネ
ー
ミ

ン
グ
で
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
」
と
丸

本
さ
ん
は
笑
う
。

　
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
は
、「
ス
パ
ー
ク

リ
ン
グ
の
日
本
酒
の
可
能
性
は
ま
だ
ま
だ

あ
り
ま
す
。弊
社
独
自
の
開
発
技
術
を

活
か
し
、次
世
代
商
品
の
開
発
研
究
に
も

着
手
し
て
い
ま
す
」
と
、丸
本
さ
ん
は
自

信
を
の
ぞ
か
せ
た
。

丸本酒造の主力商品のひと
つ「竹林（ちくりん）」。ライン
ナップはすべて純米造りで、
特約店限定流通銘柄。

丸本酒造では、稲の持つ生命力を引き出す
稲作りを目指している。たくましく育った稲は、
防虫剤が不要で除草剤もごくわずかですむ。
雑草を取り除く作業には厳しさが伴うが、その
結果、タンパク質の含有量が少ない高品質
の米が収穫でき、精米でのロスを激減させる。

酒造好適米の栽培

5月～10月頃
保冷機能が付いたステンレス製のタンクが
並ぶ貯蔵庫。ここから丸本酒造の主力商
品の「竹林」「賀茂緑」などの日本酒が生ま
れる。

酒造り

営 業

10月～3月頃
泡々酒の出荷。現在、年間で20万本を製
造。直売所での販売や通信販売をはじ
め、県内・県外のスーパーや百貨店、大手
コンビニエンスストアでも販売している。ま
た、アメリカ、イギリス、ドイツ、オランダ、ス
ウェーデン、中国、台湾へも輸出している。

酒造りの期間はできるだけ酒造りに集中するため、４月から９月までの間が丸本さんの主な営業期間となる。

出荷・販売

通 年

6次産業化
成功のカギを握る販売戦略●2



ジ
ビ
エ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
た

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成

　
「
ジ
ビ
エ
」
と
は
、フ
ラ
ン
ス
語
で
狩
猟

で
得
た
天
然
の
野
生
鳥
獣
の
食
肉
を
意

味
す
る
言
葉
だ
。日
本
で
有
名
な
ジ
ビ
エ

と
い
え
ば
、捕
獲
数
の
多
い
シ
カ
、イ
ノ
シ

シ
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、実
は
、狩
猟
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
野
生
鳥
獣
は
全
て
ジ
ビ

エ
と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
る
。日
本
で
は

ま
だ
馴
染
み
の
薄
い
ジ
ビ
エ
だ
が
、藤
木

徳
彦
さ
ん
は
、フ
ラ
ン
ス
料
理
の
料
理
人

と
し
て
修
業
時
代
か
ら
ジ
ビ
エ
に
向
き

合
っ
て
き
た
。
１
９
９
８
年
に
自
身
が

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
を
務
め
る
「
オ
ー
ベ
ル

ジ
ュ・
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
」
を
長
野
県
の
避
暑

地
・
蓼
科
に
開
い
た
が
、冬
に
な
る
と
厳
し

い
寒
さ
の
影
響
を
受
け
て
客
足
が
激
減
。

商
売
あ
が
っ
た
り
と
頭
を
悩
ま
せ
て
い
た

が
、地
元
の
猟
師
か
ら
シ
カ
肉
を
分
け
て

も
ら
い
、新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
を
開

始
し
た
。
そ
れ
か
ら
徐
々
に
、美
味
し
い

ジ
ビ
エ
料
理
が
食
べ
ら
れ
る
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ

と
し
て
S
N
S
な
ど
ク
チ
コ
ミ
で
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、冬
場
の
集
客
に
成
功
。

藤
木
さ
ん
は
、「
ジ
ビ
エ
は
、商
売
を
助
け

て
も
ら
っ
た
恩
人
と
い
っ
て
い
い
よ
う
な

食
材
で
す
」
と
話
す
。

　
２
０
０
４
年
、長
野
県
か
ら
ジ
ビ
エ
を

使
っ
た
お
も
て
な
し
講
習
会
の
講
師
を
依

頼
さ
れ
、試
食
用
に
ジ
ビ
エ
料
理
を
準
備

し
て
い
た
と
こ
ろ
、提
供
し
な
い
よ
う
保

ジ
ビ
エ
は
、商
売
を
助
け
て
も
ら
っ
た

恩
人
の
よ
う
な
も
の

オーベルジュ・エスポワール（長野県茅野市）

別
々
に
取
り
組
ま
れ
て
い
た
鳥
獣
被
害
対
策
、

害
獣
駆
除
、ジ
ビ
エ
振
興
を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
、

ジ
ビ
エ
を
活
用
し
た
産
業
を
拡
大
し
て
い
こ
う
と
、

フ
ラ
ン
ス
料
理
の
料
理
人
藤
木
さ
ん
は
、

1 0
年
以
上
活
動
し
て
き
た
。

質
の
い
い
ジ
ビ
エ
の
調
達
や
加
工
、
販
路
開
拓
も

す
べ
て
は
「
志
」
を
共
有
で
き
る
人
た
ち
と
の

連
携
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
話
す
。

今
や
ジ
ビ
エ
の
伝
道
師
と
呼
ば
れ
る
藤
木
さ
ん
に
、

そ
の
志
を
聞
い
た
。

2

ジビエとして出荷するシカは、銃で仕留めず、罠にかけ処理
施設に持ちこむ。成体になると70kgもあるので、高齢の猟
師にとって体力的に大きな負担となる。藤木さんは自動車
メーカーと共に移動解体車両の開発も進めている。
オーベルジュ・エスポワールのガーデンにある燻製小屋。
信州産のジビエは、生育環境や仕留めたときの状態なども
わかるので品質的に安心できる。

1

2

1

10

※地産池消の仕事人
農林水産省が選定した、各地の地産地消の発展
に向け活躍が期待される方々のことで、地場産物
の安定供給体制の構築など地域の農林水産物の
生産、販売、消費をつなぐ中心的な役割を果たす。

1971年生まれ。「オーベルジュ・エスポワール」のオーナー
シェフとして腕を振るうかたわら、ジビエをはじめとする地元
食材を使った料理教室や食育講座、大学・高等学校の講
師も務める。また、「地産池消の仕事人※」として全国各地
で地域の魅力を発信するための助言も行っている。

オーベルジュ・エスポワール オーナーシェフ
日本ジビエ振興協議会理事長　

藤木 徳彦さん（44）
ふ じ き 　 の りひ こ

た
て
し
な

6次産業化 成功のカギを握る販売戦略●3



価
格
交
渉
、調
理
方
法
の
考
案

そ
し
て
販
路
開
拓
へ

健
所
か
ら
通
達
を
受
け
た
。
ジ
ビ
エ
の
明

確
な
流
通
の
ル
ー
ル
が
な
い
と
い
う
の
が

理
由
で
、こ
れ
に
納
得
で
き
な
か
っ
た
藤

木
さ
ん
は
当
時
の
長
野
県
知
事
・田
中
康

夫
氏
に
メ
ー
ル
を
送
っ
た
。輸
入
の
ジ
ビ
エ

が
検
疫
を
通
っ
て
、国
内
の
ジ
ビ
エ
は
な
ぜ

ダ
メ
な
の
か
？ 

ジ
ビ
エ
の
流
通
に
ル
ー
ル
が

必
要
な
こ
と
、今
後
、信
州
ジ
ビ
エ
と
い
う

ブ
ラ
ン
ド
で
新
た
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
拓

が
期
待
さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
伝
え
た
と
こ

ろ
、田
中
知
事
も
藤
木
さ
ん
の
意
見
に
賛

同
。
イ
ベ
ン
ト
は
予
定
通
り
に
開
催
さ

れ
、こ
の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、２
０
０
７

年
に
信
州
ジ
ビ
エ
衛
生
管
理
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
が
作
成
さ
れ
た
。

　
「
長
野
県
の
場
合
は
、ジ
ビ
エ
を
地
域
の

ブ
ラ
ン
ド
に
し
て
い
こ
う
、美
味
し
い
ジ
ビ
エ

を
食
べ
て
も
ら
お
う
と
い
う
観
点
か
ら
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
て
い
ま
す
か
ら
、害

獣
駆
除
に
終
わ
ら
ず
、調
理
法
ま
で
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
が
よ
か
っ
た
で
す
ね
」

と
藤
木
さ
ん
。長
野
県
を
モ
デ
ル
に
他
県

も
ジ
ビ
エ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
に
乗
り

出
し
、藤
木
さ
ん
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

奔
走
し
た
。ジ
ビ
エ
を
産
業
に
し
て
、鳥
獣

被
害
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
農
家
に
還
元
し

て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
た
藤
木
さ
ん
に

と
っ
て
は
、大
き
な
一
歩
と
な
っ
た（※

）
。 

※

２
０
１
４
年
11
月
14
日
に
は
、国
に
お
い
て
も

「
野
生
鳥
獣
肉
の
衛
生
管
理
に
関
す
る
指
針（
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
）」が
策
定
さ
れ
た
。

オーベルジュ・エスポワールには、11/15から翌年2/15までの狩猟期間、シカ、イノシシ、野
ウサギをはじめ、山鳩、真鴨、カルガモ、キジ、コジュケイなど、多くの信州産ジビエが入荷する。
　仔イノシシ生ハム 　マルカッサン（仔イノシシ）骨付きロースのロティ パースニップを包み込ん
だパイアッソン添え 　鹿ロティとツキノワグマのパイ包み 　自家製信州産仔イノシシの骨付き
生ハム 　鹿肉のテリーヌ・メリメロサラダ添え
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ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
整
っ
た
も
の
の
、価
格

が
高
い
こ
と
が
ジ
ビ
エ
の
普
及
を
阻
ん
だ
。

成
体
70
㎏
の
シ
カ
の
場
合
、内
臓
を
出
す
、

皮
を
剥
ぐ
、脱
骨
す
る
な
ど
の
処
理
を
す

る
と
重
量
が
約
半
分
に
な
り
、飲
食
店
が

使
い
た
い
部
位
の
ロ
ー
ス
や
モ
モ
は
、わ
ず
か

10
㎏
か
ら
15
㎏
し
か
と
れ
な
い
。当
時
の

輸
入
シ
カ
肉
の
価
格
が
１
㎏
当
た
り
約
３

５
０
０
円
だ
っ
た
の
に
対
し
、約
４
５
０
０

円
と
高
い
。そ
こ
で
藤
木
さ
ん
は
、前
足
や

す
ね
肉
、首
の
肉
な
ど
、硬
く
て
ミ
ン
チ
に

し
な
い
と
使
い
づ
ら
い「
く
ず
肉
」と
呼
ば

れ
る
部
分
を
安
く
買
い
取
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
精
肉
加
工
施
設
を
運
営
す
る
事

業
者
と
交
渉
し
、契
約
を
成
立
さ
せ
た
。

　
「
く
ず
肉
は
、名
前
は
わ
る
い
で
す
が

美
味
し
い
ん
で
す
よ
。た
だ
硬

い
。
そ
こ
で
、ジ
ビ
エ
の
本
場
、

フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
た
技
術
を

活
用
し
、真
空
状
態
に
し
て

低
温
で
調
理
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
」
と
藤
木
さ
ん
。価
格

を
抑
え
、調
理
法
の
目
処
も
つ

け
た
と
こ
ろ
で
、藤
木
さ
ん
は

販
売
先
を
探
し
始
め
、過
去

に
ジ
ビ
エ
を
活
用
し
た
駅
弁
等

の
共
同
開
発
で
つ
な
が
り
が

あ
っ
た
東
日
本
旅
客
鉄
道
株

式
会
社（
J
R
東
日
本
）に
話

を
持
ち
か
け
た
。

3

57

3 4

5 6

7

6

4

自然豊かな信州・蓼科高原の
中にあるレストランと宿泊施
設を備えたオーベルジュ。藤
木さんのジビエ料理を目当て
に、常連客や他県からの視察
客も多く訪れる。



ジェイアール東日本
フードビジネス株式会社 取締役 

佐野 正人 さん
さ の   まさと
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J
R
東
日
本
か
ら
、首
都
圏
で
「
エ
キ

ナ
カ
フ
ー
ド
」
を
展
開
し
て
い
る
ジ
ェ
イ

ア
ー
ル
東
日
本
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
株
式
会

社
（
J
E
F
B
）を
紹
介
し
て
も
ら
い
、

藤
木
さ
ん
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
。
鳥
獣
被
害
と
駆
除
さ
れ
た
動
物
の

命
が
活
か
さ
れ
て
い
な
い
状
況
、そ
し
て

ジ
ビ
エ
の
普
及
に
つ
い
て
訴
求
し
た
と
こ

ろ
、契
約
が
成
立
。大
消
費
地
へ
の
販
路

開
拓
が
叶
っ
た
。

　
初
年
度
の
２
０
１
１
年
は
、J
E
F
B

が
運
営
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
や
カ
フ
ェ
な
ど

３
店
舗
で
、シ
カ
肉
を
使
っ
た
カ
レ
ー
、

ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
、ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
を
期
間
限

定
で
販
売
。消
費
者
の
反
応
が
よ
く
、翌

年
の
取
組
は
６
店
舗
に
拡
大
さ
れ
た
。

首
都
圏
で
ジ
ビ
エ
を
使
っ
た

カ
レ
ー
、ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
提
供

そ
し
て
３
年
目
の
２
０
１
３
年
に
は
、シ
カ

肉
の
味
を
よ
り
堪
能
で
き
る
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー

を
開
発
。店
舗
で
の
調
理
環
境
を
踏
ま

え
、ど
の
よ
う
な
調
理
状
態
で
シ
カ
肉
を

納
品
し
た
ら
よ
い
か
検
討
を
重
ね
た
。

　
そ
う
し
て
、J
E
F
B
が
運
営
す
る
ハ

ン
バ
ー
ガ
ー
シ
ョ
ッ
プ
「
ベ
ッ
カ
ー
ズ
」の
都

内
20
店
舗
で
販
売
さ
れ
た
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー

は
、期
間
終
了
を
待
た
ず
一
万
食
を
完

売
。
追
加
で
３
６
８
０
食
を
用
意
し
た

が
、す
べ
て
売
り
切
れ
た
。関
係
者
や
消

費
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
美
味
し
い
」
と

い
う
評
価
に
、藤
木
さ
ん
は
確
か
な
手
応

え
を
感
じ
た
。
さ
ら
に
、シ
カ
肉
ジ
ビ
エ

ド
ッ
グ
な
ど
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
も
加
え
、

J
E
F
B
で
の
展
開
は
２
０
１
５
年
で

５
年
目
を
迎
え
た
。

地
域
と
共
に
生
き
る
会
社
の
方
針
と
も
一
致

藤
木
シ
ェ
フ
提
案
の

ジ
ビ
エ
レ
シ
ピ
を
首
都
圏
で
提
供

様々な客層が訪れるJR東日本グループのエキナカ飲食店。
信州ジビエキャンペーン期間中、店頭のポスターも目立つ。

　
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ・エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
の

藤
木
さ
ん
が
、試
食
品
を
持
っ
て

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
フ
ー
ド
ビ
ジ

ネ
ス
株
式
会
社
に
ジ
ビ
エ
を
使
っ
て

ほ
し
い
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
訪

れ
た
の
が
２
０
１
１
年
。鳥
獣
被

害
に
悩
む
農
家
、動
物
の
命
を
自

然
の
恵
み
と
し
て
活
か
す
こ
と
が

で
き
て
い
な
い
現
状
に
、担
当
の
佐

野
さ
ん
は
心
を
動
か
さ
れ
た
と
い

う
。
藤
木
さ
ん
の
提
案
は
、地
域

と
共
に
生
き
る「
地
域
再
発
見
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
す
る
会
社
の

方
針
と
も
一
致
し
、ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

東
日
本
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
が
運
営

す
る
カ
フ
ェ
や
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
店
で
ジ

ビ
エ
料
理
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に

な
っ
た
が
、内
心
佐
野
さ
ん
は
、

「
果
た
し
て
お
客
様
は
受
け
入
れ

て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
」
と
心
配
し

て
い
た
と
い
う
。

　
「
心
配
を
よ
そ
に
売
れ
ま
し
た

ね
。５
年
に
わ
た
っ
て
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
が
、ブ
ー
ム
で
終
わ
ら
せ

る
の
で
は
な
く
継
続
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、今
は
期
間
限
定
で
販
売
し
て

い
ま
す
が
、今
後
は
、通
年
展
開
も

可
能
に
な
る
と
良
い
で
す
ね
」
と

佐
野
さ
ん
は
期
待
を
寄
せ
る
。

「信州ジビエ THE★鹿肉バーガー」。2013年から
毎年秋の期間限定で、都内のベッカーズで販売し
ている商品。720円（税込）という価格にも関わらず
人気商品となっている。

「信州鹿肉ジビエカレー」は690円（税込）。
2013年から都内のベックスコーヒーショップで
販売を始めたメニューで、こちらも期間限定商
品。販売期間中は注目が集まるヒット商品。



富士見町猟友会 

加々見 春男 さん
か  が  み   はるお

信州富士見高原ファーム 

戸井口 裕貴 さん
といぐち  ゆうき
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「
ジ
ビ
エ
を
広
め
て
い
く
た
め
に
は
、

ジ
ビ
エ
料
理
が
美
味
し
い
こ
と
を
わ
か
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
第
一
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、肉
質
の
良
さ
と
調
理
の
工
夫
が
大
切

で
す
」
と
藤
木
さ
ん
。藤
木
さ
ん
が
「
肉

質
が
い
い
」
と
推
薦
す
る
県
内
の
処
理
施

設
、信
州
富
士
見
高
原
フ
ァ
ー
ム
で
は
、

仕
留
め
た
シ
カ
を
１
時
間
以
内
に
処
理

施
設
に
持
ち
込
み
、素
早
く
解
体
を
始
め

る
。時
間
が
経
っ
て
し
ま
っ
て
か
ら
で
は
肉

が
硬
く
な
り
、生
臭
さ
も
残
っ
て
し
ま
う

か
ら
だ
。
ま
た
、処
理
施
設
で
は
一
度
に
何

頭
も
解
体
で
き
な
い
の
で
、猟
師
た
ち
は

時
間
が
重
な
ら
な
い
よ
う
連
絡
を
取
り

合
っ
て
い
る
。

　
「
信
州
富
士
見
高
原
フ
ァ
ー
ム
が
あ
る

富
士
見
町
で
の
シ
カ
肉
の
利
用
率
は
、ほ
ぼ

１
０
０
％
で
す
。し
か
し
、全
国
で
見
る
と

ジ
ビ
エ
料
理
が
美
味
し
い
こ
と
を

わ
か
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
第
一

ま
だ
５
％
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。駆
除
さ
れ

た
ほ
と
ん
ど
の
シ
カ
は
土
の
中
に
そ
の
ま
ま

埋
め
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。と
っ
た
命
は
無

駄
な
く
い
た
だ
き
、人
の
命
の
糧
と
し
よ

う
と
い
う
の
は
世
界
共
通
の
も
の
だ
と
思

い
ま
す
が
、多
く
の
方
々
の
協
力
や
連
携

が
必
要
で
す
。富
士
見
町
は
地
域
が
一
丸

と
な
っ
て
美
味
し
い
ジ
ビ
エ
の
加
工
・
販
売

に
取
り
組
み
、そ
の
成
果
が
出
て
い
る
地

域
だ
と
思
い
ま
す
」
と
藤
木
さ
ん
。い
つ
し

か「
ジ
ビ
エ
の
人
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
藤
木
さ
ん
だ
が
、今
後
も
長
野
だ
け
に

限
ら
ず
、全
国
を
舞
台
に
ジ
ビ
エ
の
振
興

に
力
を
尽
く
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

オーベルジュ・エスポワール
長野県茅野市北山蓼科中央高原
Tel & Fax ： 0266-67-4250
http://www.auberge-espoir.com/

駆
除
後
に
埋
め
立
て
処
分
し
て
い
た

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
を

ジ
ビ
エ
に
し
て
町
の
特
産
物
に

ロースやモモなど５種類の部位についてそれぞれ精肉加
工を行い、商品化している。バラ肉は加工場直売価格で
２２００円／１kgから提供。

ジビエの振興のため、全国各地を飛び回る藤木さ
ん。2012年、ジビエに関係する課題を全国で共
有しようという目的で、「NPO法人 日本ジビエ振興
協議会」を発足させ、理事長に就任。「おいしいジ
ビエをより多くの人に、ジビエを通じて地域の活性
化に貢献」という活動理念を掲げている。

　

信
州
富
士
見
高
原
フ
ァ
ー
ム

は
、六
次
産
業
化
・
地
産
地
消
法

に
基
づ
く
総
合
化
事
業
計
画
の
認

定
を
受
け
、交
付
金
を
活
用
し
つ

つ
、富
士
見
町
と
地
元
猟
友
会
メ

ン
バ
ー
な
ど
有
志
の
出
資
に
よ
り
、

２
０
１
４
年
に
精
肉
加
工
施
設
を

建
設
し
た
。多
い
日
は
１
日
に
５
頭
、

精
肉
約
35
㎏
を
加
工
し
て
い
る
。

肉
質
に
こ
だ
わ
っ
た
精
肉
処
理
は

高
く
評
価
さ
れ
、J
A
全
農
や
県

内
の
大
手
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

11
店
舗
に
供
給
し
て
い
る
ほ
か
、県

外
飲
食
店
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も

多
い
と
い
う
。代
表
の
戸
井
口
さ

ん
は
、「
農
業
被
害
を
減
ら
し
、捕

殺
後
の
肉
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う

に
す
る
の
が
目
標
。品
質
に
こ
だ
わ

り
、今
後
も
販
路
を
広
げ
て
い
き

た
い
」
と
話
す
。
ま
た
、長
野
県
の

鳥
獣
対
策
・
ジ
ビ
エ
振
興
室
と
連

携
し
て
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
体
制

を
整
え
、出
荷
精
肉
に
は
商
品
情

報
を
追
跡
で
き
る
Q
R
コ
ー
ド
を

付
け
て
い
る
。

6次産業化
成功のカギを握る販売戦略●3
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運
送
業
者
で
あ
る
株
式
会
社
岡
本
産

業
が
鹿
児
島
市
内
に
営
業
所
を
開
設
し

た
の
は
平
成
10
年
。
当
初
は
県
内
を
中

心
に
家
電
を
配
送
し
て
い
た
。配
送
先
の

７
割
は
鹿
児
島
市
内
、残
る
３
割
は
鹿

児
島
市
以
外
の
県
内
各
所
で
、特
に
大

隅
半
島
へ
は
海
を
渡
る
か
、鹿
児
島
湾
に

沿
っ
て
大
回
り
を
し
な
い
と
行
く
こ
と
が

で
き
な
い
。九
州
最
南
端
の
佐
多
岬
へ
陸

路
で
行
く
と
な
る
と
往
復
距
離
は
３
０
０

㎞
、時
間
と
経
費
が
掛
か
り
す
ぎ
る
赤
字

路
線
だ
っ
た
。

　

帰
り
に
荷
を
積
ま
な
い
と
と
て
も
採

算
が
合
わ
な
い
が
、工
業
製
品
は
何
も
な

い
。
周
囲
を
よ
く
見
渡
し
た
と
き
、温
暖

な
気
候
に
恵
ま
れ
た
大
隅
半
島
は
野
菜

の
宝
庫
だ
と
気
づ
き
、積
み
荷
に
す
る
こ

と
に
し
た
。

運
送
会
社
が
農
業
参
入

き
っ
か
け
は
赤
字
路
線

　

岡
本
さ
ん
は
や
が
て
、積
み
荷
用
に
周
辺

の
農
家
か
ら
大
量
買
い
し
た
野
菜
を
東
京

の
市
場
に
出
荷
す
る
よ
う
に
な
る
。さ
ら
に

２
０
０
６
年
に
株
式
会
社
オ
キ
ス
を
設
立

し
て
、農
業
分
野
に
参
入
。し
か
し
、千
葉
・

茨
城
・
群
馬
な
ど
、消
費
地
に
近
い
産
地
の

野
菜
は
運
賃
が
安
く
、そ
の
分
価
格
で
負

け
て
し
ま
う
。そ
こ
で
、少
し
で
も
運
送
に

掛
か
る
経
費
を
安
く
す
る
た
め
に
思
い
つ
い

た
の
が
、「
乾
燥
野
菜
」だ
っ
た
。
野
菜
は

90
％
以
上
が
水
。乾
燥
さ
せ
れ
ば
重
量
を

10
分
の
１
以
下
に
で
き
る
と
考
え
た
の
だ
。

　

思
い
立
っ
た
ら
即
行
動
、翌
年
に
は
乾

燥
野
菜
を
製
造
す
る
事
業
を
開
始
。野
菜

加
工
セ
ン
タ
ー
を
作
っ
た
も
の
の
、年
間
稼

働
率
が
悪
く
、当
初
は
赤
字
の
連
続
だ
っ

た
。し
か
し
、「
人
に
あ
げ
た
り
捨
て
た
り

し
て
い
た
タ
ダ
同
然
の
野
菜
が
お
金
に
な

る
」と
の
口
コ
ミ
が
広
が
り
、次
第
に
生
産

農
家
か
ら
規
格
外
の
野
菜
が
軽
ト
ラ
ッ
ク

で
次
々
持
ち
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
で
は
、多
い
時
に
は
１
日
約
30
t
の
野

菜
が
持
ち
込
ま
れ
、夕
方
に
は
行
列
が
で

き
る
ほ
ど
だ
。ま
た
、現
在
は
自
社
農
園

と
協
力
農
家
の
農
園
を
合
わ
せ
て
１
０
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
生
産
規
模
で
あ
る

が
、さ
ら
に
２
０
１
５
年
は
60
ヘ
ク
タ
ー
ル

増
や
す
な
ど
、一
層
の
乾
燥
野
菜
の
生
産

拡
大
を
図
っ
て
い
る
。

野
菜
を
乾
燥
加
工
で
軽
量
化
し
、

運
送
経
費
を
削
減

新規参入で切り拓く！
地域の可能性と新しい農業
～「よそもの」が持つ新たな視点による６次産業化を取材～

シリー
ズ

乾燥野菜は、旨みや成分が凝縮さ
れている上、常温で長期保存が可
能。使いたい分だけを簡単に取り分
けられるので、「簡単・便利・エコ」に
野菜不足を解消できる。

運送業から農業、加工業へ！
異業種ならではのユニークな発想で
地域と連携し、喜びを分かち合う。

桜島

霧島市
国分

大隅半島
薩摩半島 南大隅町

佐多岬

垂水市

鹿児島市

鹿屋市

農業生産法人 
株式会社オキス 代表取締役　

岡本 孝志さん（54）
お かもと   た かし

1961年生まれ。鹿児島県出身。
運送業と林業の会社を経営していた
が、農業分野へ新規参入を果たす。
2006年、乾燥野菜の事業化を目的
に、大隅半島の中央部に位置する鹿
児島県鹿屋市に（株）オキスを設立。



農業生産法人 株式会社オキス
鹿児島県鹿屋市上高隈町1910-3
TEL：0994-45-2508　http://www.oks.cc/

※社名には、「（オ）想いを（キ）きっと（ス）素敵に咲かせましょう」
という意味が込められている。地元産の製品作り、障がい者
雇用、異業種からの農業参入の取組が評価され、2015年に
第10回南日本経済賞を受賞。2016年で創立10周年となる。

約
40
店
舗
の
飲
食
店
を
運
営
す
る
企
業

と
鹿
屋
体
育
大
学
、鹿
屋
市
が
連
携
し
て

始
め
た
ス
ポ
ー
ツ
選
手
向
け
の
飲
食
店

「
鹿
屋
ア
ス
リ
ー
ト
食
堂
」に
野
菜
を
供

給
し
て
い
る
。全
国
1
0
0
店
舗
の
展
開

を
目
指
し
、東
京
に
も
進
出
し
た
。全
国

に
向
け
て
地
元
の
良
い
素
材
を
安
定
的
に

供
給
す
る
た
め
に
、自
社
や
協
力
農
家
か

ら
、野
菜
の
品
目
ご
と
に
必
要
な
量
を
確

保
し
、様
々
な
野
菜
の
品
目
や
形
状
に
対

応
し
た
汎
用
性
の
あ
る
加
工
設
備
を
効

率
良
く
稼
働
し
て
対
応
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
岡
本
さ
ん
は
、ま
ち
づ
く
り
に
力

を
入
れ
た
い
と
話
す
。後
継
者
を
育
成
し

な
が
ら
、障
が
い
者
就
労
支
援
施
設
の
運

営
や
農
業
・
林
業
体
験
の
受
付
、観
光
農

園
、バ
ン
ガ
ロ
ー
へ
の
宿
泊
や
民
泊
な
ど
に

も
積
極
的
に
取
り
組
む
ほ
か
、地
元
企
業

20
社
ほ
ど
で
構
成
さ
れ
る
鹿
屋
マ
ル
シ
ェ

協
議
会
の
初
代
会
長
も
務
め
、郷
土
活
性

化
の
構
想
を
力
強
く
推
進
し
て
い
る
。

　

２
０
０
８
年
、岡
本
さ
ん
は
、袋
詰
め
に

し
た
だ
け
の
乾
燥
野
菜
を
持
っ
て
、東
京

で
開
催
さ
れ
た
商
談
会
に
初
出
展
し
た

も
の
の
、完
成
度
の
高
い
他
社
商
品
に
カ

ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
と
い
う
。し

か
し
、ア
ポ
イ
ン
ト
が
無
く
て
も
大
手
企

業
と
商
談
が
で
き
る
こ
と
に
魅
力
を
感

じ
、恥
ず
か
し
さ
を
こ
ら
え
て
先
方
の
要

望
に
応
え
よ
う
と
努
力
し
続
け
た
こ
と
が

新
た
な
展
開
を
生
ん
だ
。株
式
会
社
成
城

石
井
や
株
式
会
社
い
か
り
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
の
高
級
ス
ー
パ
ー
と
の
契
約

に
結
び
つ
い
た
の
だ
。「
動
か
な
け
れ
ば
変

化
は
な
い
。一
歩
踏
み
出
す
と
次
の
成
長
に

つ
な
が
る
。僕
は
動
い
て
か
ら
考
え
ま
す
」

　

運
送
業
か
ら
農
業
に
参
入
し
た
岡
本

さ
ん
は
、「
農
作
物
を
作
っ
た
と
こ
ろ
で
完

結
し
が
ち
で
、消
費
者
に
届
け
る
流
通
の

視
点
が
農
家
に
は
欠
け
て
い
る
」と
感
じ

た
と
い
う
。天
候
な
ど
の
状
況
に
影
響
を

受
け
ず
、安
定
し
て
野
菜
を
生
産
し
、き

ち
ん
と
消
費
者
ま
で
届
け
る
こ
と
が
大

切
だ
と
考
え
た
岡
本
さ
ん
は
、新
た
な
取

組
に
着
手
し
て
い
る
。

　

そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、東
京
や
大
阪
で

商
談
会
で
販
路
を
拡
大

動
き
続
け
て
成
長
す
る

郷
土
を
元
気
に
す
る

ま
ち
づ
く
り
を
本
格
化

 屋
台

村・
お野菜王

国
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オキス製品や大隅産野菜が
味わえるアンテナショップ
　
　活気と個性あふれる25軒の屋台と焼酎
Barが軒を連ねる「かごっまふるさと屋台村」。
その一画に、株式会社オキスが経営する「お
野菜王国」が2015年4月にオープンした。
自社製品に対するお客さんの声が直接
フィードバックされる貴重な場となっている。

鹿児島のおばんざいなど、野菜をふんだんに使ったメニューを
提供。射手園大志郎(いてぞの だいしろう)店長（左）は、「岡
本社長は勢いがすごい。ついていくのに必死です」と笑う。

●営業時間：16:00～24:00  ●定休日：毎月第1.3 月曜日
●アクセス：鹿児島市中央町6-4 かごっまふるさと屋台村内

乾燥野菜やパウダーなどをはじ
め、さまざまな商品を研究開発。主
にOEM商品として提供している。

肥沃な黒土と高隈山の新鮮な空気の
もと、野菜栽培を行う。協力農家をネッ
トワーク管理し、常に安定した食材供
給を実現している。

HACCPを導入した新工場が2015年秋
から稼働。栄養価が高く、消化吸収が早
い、梅干しなどの熟成野菜の製造を行っ
ている。

鹿屋市下高隈町の大隅物流事業協同組合農畜産物加工センターでは、生産部門
で採れた野菜を新鮮なうちに洗浄、カットし、乾燥する。

そのまま食べられるお菓子タイプが欲しいという
顧客の要望に応え、塩や砂糖などの調味料を
使わず、素材の持ち味だけで勝負する野菜の
お菓子作りに取り組んでいる。

インターネット事業部の
園田浩一郎さんと新商
品のパッケージについ
て最終確認。

外国からの研修生も受け入れている。

お茶

元
気
な
野
菜
を
、

元
気
な
私
た
ち
が

作
っ
て
ま
す
！

自社農場新工場商品開発

加工センター

乾燥野菜

パウダー
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６次産業化ポータルサイト

チャネル第

　宮城県石巻市の水産加工会社や漁
業協同組合などから成る「石巻市水産
復興会議」は、新たな販路開拓を目指し
“地域ぐるみの共同輸出”に取り組んでい
る。一方、海外において水産物のニーズが
高まる中、バンコクに拠点を置くAEU（アセ
アン飲食店組合）では、少量で多品種の
食材を効率よく仕入れたいと共同輸入を

検討していた。そこで実現したのが今回の
バンコクでの試食会だ。試食会の前には
AEU協力のもと、バンコクで飲食店を経
営する数社に、輸入を希望する商品や価
格帯などをヒアリングし、ニーズに合う商
品を選定した。こうした事前準備と、日本
の生産者とバンコクの飲食店との「顔の
見える取引き」が、商談会での成功率を

引き上げた。これまでの日本からタイへの
水産物の輸出は、ホタテなど単一品目の
輸出が一部あるのみで、多くは加工原料
用の安い魚介類が主であった。地域ぐる
みで少量多品種の水産加工品を継続的
に輸出しているケースはないことから、本プロ
ジェクトは水産加工品輸出の先導モデル
として注目されている。

６次産業化の取組を支援する
ポータルサイトとして、これからも
情報発信していきます！

　沖縄県で「おきなわ型６次産業化総合支援事業」が始
まった。同県は、亜熱帯海洋性気候の中で、フルーツ類の
ほか、島野菜、薬草、海藻など個性豊かな農林水産物が
生産され、強い「素材力」を有している。
　事業では、そのような強みを再認識し、地元で愛されて
いる商品、地元発のストーリー性のある商品を取り扱いた
いという市場ニーズに対し、まず、県内市場で評価を受け
ながら、県外・海外市場における評価を呼び起こし、有利な
条件で県外・海外へ出荷することが可能となる様な、沖縄
らしい６次産業化のパターン構築をめざしている。
　それぞれの地域の特徴を背景とした「地域版６次産業化」
の動向に注目したい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　編集長　奥野 俊志

編集後記

2015年10月27日、バンコク市内の日本食レストランで
開催された試食会は、石巻市水産復興会議、日本居酒
屋協会、AEUの共同主催で実現。会場設営では、東洋
大学の学生たちがボランティアで手伝ってくれた。

金華さばの生造りや練り物、焼たらこ、ブリ
フィレ、牡蠣むき身、冷凍マダラフィーレ、ほ
たて貝柱など、石巻市の水産加工品事業
者が製造する商品が試食会場に並んだ。

バンコクで飲食店を経営するオーナー
や料理長、仕入責任者など40社近くが
試食会に参加。評価も上々だった。

今回のプロジェクトの中心人物の、石巻市水
産復興会議の布施三郎さん（右）とアセアン
飲食店組合の理事長の大嶋俊矢さん（左）。

石巻の水産加工業者が地域ブランドを形成し輸出展開！
～タイ・バンコクで開催された「飲食店のための石巻市水産関連食品の試食会」をレポート～


